
三
鷹
市
議
会
は
、
平
成
15
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
３
日
か
ら
25
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
こ

の
定
例
会
で
は
、
初
日
、
２
日
目
の
17
人
の
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
の
の
ち
、
議
案
13
件
、
意
見

書
・
決
議
２
件
を
可
決
し
、
請
願
５
件
を
採
択
の
う
え
、
会
期
を
終
え
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
、
市
民
と
市
と
の
協
働
の
推
進
と
市
民
活
動
支
援
の
た
め
の
「
三
鷹
市
市
民
協
働
セ

ン
タ
U
」
設
置
に
関
す
る
条
例
案
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
14
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
８
件
の
提
案
が
あ
り
、
10
日
の
本
会
議
で
代
表
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
同
日
設
置
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
一
括
付
託
さ
れ
、
11
月
中
に
委
員
会
で
集
中
的
に
審
査

が
行
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
新
川
み
ど
り
の
広
場
へ
市
が
設
置
を
予
定
し
て
い
る
「（
仮
称
）
三
鷹
市
農
業
公
園
」
に
関
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
２
件
の
請
願
の
提
出
が
あ
り
、
う
ち
１
件
が
採
択
さ
れ
た
。

最
終
日
の
25
日
に
は
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
未
臨
界
核
実
験
実
施
に
対
す
る
抗
議
決
議
」
が
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
、
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
た
。

こ
の
年
度
は
、
平
成
13
年
度
に
策
定

さ
れ
た
新
基
本
構
想
及
び
第
３
次
基
本

計
画
に
基
づ
く
事
実
上
の
初
年
度
に
あ

た
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
行

財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
、
国
・
都

補
助
金
の
獲
得
や
国
の
直
接
投
資
の
誘

導
な
ど
、
事
業
実
施
手
法
の
工
夫
を
行

い
、
実
質
的
な
事
業
財
源
の
確
保
に
努

め
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
配
分
を
行
い
な
が
ら
、

第
３
次
基
本
計
画
に
基
づ
く
４
つ
の
最

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
「
高
環

境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
、
諸
施
策
を
推
進
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

全
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
合
計
で
922

億
７
千
939
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
43
億
１
千
780
万
円
、
4.9
％
の
増
と

な
っ
た
。

こ
の
年
度
の
財
政
指
標
に
つ
い
て

は
、
経
常
収
支
比
率
は
84
・
７
％
と
な

り
、
前
年
度
を
2.0
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

公
債
費
比
率
は
9.5
％
と
な
り
、
前
年
度

の
9.8
％
よ
り
0.3
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
と
と

も
に
、
財
政
力
指
数
は
単
年
度
で
１
・

172
と
な
り
、
前
年
度
の
１
・
164
よ
り

０
・
008
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
わ
ず
か
な

が
ら
改
善
が
図
ら
れ
た
。

監
査
委
員
は
、「
14
年
度
決
算
は
計

数
に
誤
り
は
な
く
、
予
算
の
執
行
は
お

お
む
ね
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
」
と
し

つ
つ
、
次
の
意
見
を
付
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
は
将
来
の

財
政
負
担
等
を
考
慮
し
、
引
き
続
き
財

源
の
安
定
的
確
保
を
図
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
各
種
施
策
の
優
先
順

位
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
と
選
択
を
す

る
と
と
も
に
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的

配
分
に
よ
る
自
治
体
経
営
に
努
め
、
市

民
福
祉
の
増
進
と
市
政
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」。

◎
島
田
甲
子
三

○
嶋
±

英
治

川
原
純
子
　
緒
方
一
郎

後
藤
貴
光
　

白
鳥
　
孝

杉
本
英
騎

中
村
　
洋

岩
田
康
男

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

（
９
月
10
日
選
任
）

９
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

市
民
協
働
セ
ン
タ
U
条
例
」
の
提
案
が

あ
り
、
厚
生
委
員
会
に
付
託
、
審
査
の

う
え
、
25
日
の
本
会
議
で
満
場
一
致
に

よ
り
可
決
さ
れ
た
。

市
議
会
で
は
、
本
年
の
６
月
定
例
会

で
、
東
京
都
の
旧
三
鷹
労
政
事
務
所
及

び
旧
三
鷹
労
政
会
館
を
、
市
が
都
か
ら

「
負
担
附
き
の
贈
与
を
受
け
る
こ
と
に

つ
い
て
」
を
議
決
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
で
は
、
こ
の
施
設
を

都
か
ら
一
部
の
有
償
譲
渡
と
と
も
に
負

担
附
き
の
贈
与
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
活
用
し
、
市
民
活
動
の
総
合
的

な
支
援
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
拠
点
施
設
等
と
し
て
、

「
三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
U
」
を
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
セ
ン
タ
U
の
事
業
内
容
は
、
fl

市
民
と
市
と
の
協
働
の
推
進
、
‡
市
民

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
提
供
、

相
談
及
び
助
言
、
·
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
市
民
参
加
の
機
会
の
提
供
、
‚
勤

労
者
等
の
文
化
教
養
の
向
上
及
び
福
祉

の
増
進
並
び
に
交
流
の
場
の
提
供
、
„

高
齢
者
に
対
す
る
就
業
機
会
の
創
出
及

び
社
会
参
加
の
支
援
に
関
す
る
業
務
で

あ
る
。

こ
の
施
設
は
、
１
階
が
市
民
協
働
推

進
コ
U
ナ
U
、
高
齢
者
就
業
機
会
創
出

支
援
事
業
事
務
室
、
市
民
協
働
セ
ン
タ

９
月
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
平
成
15

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
提
案
が
あ
り
、総
務
委
員
会
に
付
託
、

審
査
の
う
え
、
25
日
の
本
会
議
で
満
場

一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
千
108
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
546
億
２
千
353
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

歳
出
予
算
で
は
、
衛
生
費
で
、
衛
生

行
政
協
力
事
業
交
付
金
の
増
500
万
円
、

基
本
健
康
診
査
関
係
費
の
増
800
万
円
及

び
予
防
接
種
関
係
費
の
増
808
万
２
千
円

で
あ
る
。

歳
入
予
算
で
は
、
使
用
料
及
び
手
数

料
で
、
市
民
協
働
セ
ン
タ
U
使
用
料
と

し
て
55
万
１
千
円
を
計
上
す
る
。ま
た
、

都
支
出
金
で
市
町
村
地
域
保
健
サ
U
ビ

ス
推
進
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
と
し
て
800

万
円
、
繰
越
金
で
前
年
度
繰
越
金
と
し

て
１
千
253
万
１
千
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
計

上
す
る
。

今
定
例
会
最
終
日
の
25
日
に
、
市
長

か
ら
追
加
議
案
と
し
て
、「
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
な
ど
、
人

事
議
案
７
件
の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

廣
瀬
　
正
宜
氏
（
再
任
）

寺
木
　
幸
子
氏
（
新
任
）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

藤
芳
　
満
男
氏
（
再
任
）

田
中
　
和
子
氏
（
再
任
）

藤
森
　
洋
氏
（
新
任
）

総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱

山
±

　
源
三
氏
（
再
任
）

武
見
　
李
子
氏
（
新
任
）

▽
三
鷹
市
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
改

正
（
文
教
委
員
会
付
託
、
三
小
学
童
保

育
所
の
改
修
等
）

▽
三
鷹
市
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
所

得
の
額
の
計
算
方
法
の
見
直
し
）

▽
平
成
14
年
度
武
蔵
野
三
鷹
地
区
保
健

衛
生
組
合
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
（
歳

入
決
算
額
33
億
９
千
633
万
９
千
129
円
、

歳
出
決
算
額
も
同
額
で
あ
り
、
差
引
残

額
は
０
円
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

加
藤
　
久
平
　
　
嶋
±

　
英
治

U
事
務
室
な
ど
、
２
階
が
三
つ
の
「
会

議
室
」
と
「
ふ
れ
あ
い
展
示
ホ
U
ル
」

な
ど
で
あ
る
。

施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
開

設
当
初
の
お
お
む
ね
３
年
間
は
、
市
が

直
接
行
う
。
そ
し
て
、
こ
の
間
に
市
民

協
働
セ
ン
タ
U

の
機
能
に
つ
い
て
調

９
月
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
「
三
鷹

市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
提

案
が
あ
り
、
建
設
委
員
会
に
付
託
、
審

査
の
う
え
、
25
日
の
本
会
議
で
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

市
議
会
で
は
、
平
成
14
年
の
６
月
定

例
会
で
「
三
鷹
市
営
大
沢
住
宅
建
替
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
を
議

決
し
た
。
現
在
、
工
事
は
施
行
中
で
あ

り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
所
要
の
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
fl
条
例
の
題
名
を
「
三
鷹
市

営
住
宅
条
例
」
に
改
正
‡
大
沢
住
宅
の

戸
数
増
と
新
川
住
宅
の
廃
止
·
使
用
者

の
資
格
要
件
の
見
直
し
‚
共
益
費
の
設

定
„
駐
車
場
及
び
集
会
所
に
つ
い
て
管

理
に
必
要
な
事
項
の
規
定
、
の
以
上
５

点
で
あ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
16

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

第２４２号 平成１５年１１月２日

平成平成1515年第年第3回定例会回定例会平成15年第3回定例会
9月3日～25日

審　議 可決・ 否決・ 継　続
件　数 採　択 不採択

議　　　　案 22 13 1 8

請　　　　願 10 5 3 2

意見書・決議 8 2 6 0

２　　面………平成14年度決算代表質疑、一般質問
３　　面………一般質問
４　　面………一般質問、請願、陳情、意見書・決議

主
な内

容

◇「みたか議会だより」は再生紙を使用しています。資源を大切に、ごみ減量・リサイクルにご協力ください古紙配合
100％再生

14年度各会計決算総額

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

再 開 発 事 業

老　人　医　療

老人保健施設事業

介 護 保 険 事 業

受 託 水 道 事 業

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入
歳出

130億8,716万円
127億3,401万円

    3億3,904万円
    3億2,991万円

  63億3,688万円
  60億4,011万円

  24億3,931万円
  24億3,931万円

    8億8,443万円
    8億5,812万円

  33億5,000万円
  33億2,816万円

115億3,537万円
114億6,940万円

569億8,570万円
550億8,037万円

特
　
別
　
会
　
計

一 般 会 計

市営住宅の設置

及び管理に関する

条例の一部改正

補

正

予

算

を

可

決

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
条
例
を
可
決

〜
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
を
設
置

人
事
議
案
７
件
に
同
意

そ
の
他
の
可
決
議
案

否
決
と
な
っ
た
議
案

人
　
　
　
事

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

市
長
の
決
算
説
明

市
長
の
決
算
説
明

市
長
の
決
算
説
明

決
算
審
査
特
別
委
員

査
、
検
討
し
、
段
階
的
に
事
業
の
拡
充

を
図
る
中
で
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
活
動
団
体
の
運
営
参
画
に
よ
る
協

働
運
営
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
施
設
は
改
修
工
事
後
の

オ
U
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
条
例

の
施
行
期
日
は
規
則
で
定
め
ら
れ
る
。

今
定
例
会
最
終
日
の
25
日
に
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
、「
三
鷹
市
産
業
振

興
基
本
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議

で
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

平成14年度決算

地域開放型の集会施設を併設し、全戸バリアフリ－対応の

市営大沢住宅（イメ－ジ図）

市民協働センターとして整備、活用される旧東京都

三鷹労政事務所・労政会館（改修工事前）

平
成
14
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
ほ
か
７
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
９

月
５
日
の
本
会
議
に
一
括
上
程
さ
れ
、

市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
っ

た
。
続
い
て
監
査
委
員
か
ら
決
算
に
関

す
る
審
査
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

10
日
の
本
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

交
渉
会
派
（
所
属
議
員
３
人
以
上
の
会

派
）
か
ら
決
算
に
関
す
る
代
表
質
疑
が

行
わ
れ
、
こ
の
後
に
決
算
審
査
特
別
委

員
会
の
設
置
、
各
議
案
の
委
員
会
へ
の

一
括
付
託
、
９
月
議
会
閉
会
後
の
委
員

会
で
の
継
続
審
査
が
議
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
委
員
会
を
構
成
す
る
９
人
の
委
員

の
選
任
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
会
議

終
了
後
に
は
委
員
会
が
開
か
れ
、
正
・

副
委
員
長
の
互
選
と
と
も
に
、
今
後
の

審
査
日
程
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。（
代

表
質
疑
の
要
旨
は
２
面
に
掲
載
）

平
成
14
年
度
の
予
算
執
行
に
つ
い
て

は
、
安
田
前
市
長
の
下
に
お
い
て
、
施

政
方
針
に
従
い
、
高
環
境
・
高
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
積
極
的
な
取

組
み
を
行
っ
た
。
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